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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・観光客の入り込みが非常に多くなった。今年はあま
り天候が良くないため、景色を見に行っても満足しな
いようであり、屋内での買物に重点を置いている観光
客が多い。

観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・入込客数は伸び悩んでいるが、道外企業や諸団体の
観光旅行が増加傾向にあることで、宿泊単価や付帯
サービスの売上が高水準にある。サッカーワールド
カップの影響は少ない。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・道内客、道外客とも、宿泊客が増加している。特に
観光目的の宿泊客が伸びている。

やや良く
なっている

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・百貨店はこの時期、初秋物や秋物の新製品の投入が
一部行われるが、今年は夏物衣料と一緒に買い上げる
ケースがみられ、値下げ待ち等の様子があまり感じら
れない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・気温低下により衣料品をはじめとした夏物商品が不
振であるものの、食品や専門店の売上は前年を上回っ
ている。衣料品も、今年１～５月の売上は前年を上
回って推移していることから、６月の不振は一過性の
ものであり、傾向としては上向きにあるといえる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数が伸びている。

観光名所（役
員）

販売量の動き ・ロープウェイの輸送人員、レストランや売店の売上
とも前年を５％以上上回っている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・フリーペーパー等の広告での反応が昨年より良く
なっており、新規客の比率が高くなっている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・取引先に見積の問い合わせをしても、忙しそうで時
間が掛かったりしている。最近ではみられなかった活
気が感じられる。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街で歩行者天国を２回実施したことで、商店街
への人出が増え、飲食店や食料品販売店では来客数が
増加したものの、それ以外の物販店では新規客の来店
がみられず、全体としては変わらない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・６月に入ってから低温が続き、季節商品の売上が低
迷している。客もバーゲン待ちの状態である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暖かくなったことで、客の行動範囲が広がってお
り、色々なところへ買いに動いている様子が見受けら
れるが、買い方は決して高額にはなっていない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・先月と比べても、客先の主要客層である観光客の入
り込みがやや少ない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・父の日の関連でギフト需要が好調であったものの、
天候不順の影響で夏物商品の動きが厳しかった。特に
半袖シャツ、Ｔシャツ類の動きが非常に厳しかった。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温の低下や日照時間の少なさなどの影響により、
夏物商品の売上が減少しているものの、来客数の動き
が良く、３か月前と大きな変化はない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・天候に左右される面は変わらないものの、天候が悪
い日の減少幅が大きくなっている。一時的に売上が良
くても、消費が前倒しされているだけであり、総支出
が増えているわけではない。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・今年は天候が悪いため、人出が少なく、夏物衣料が
動かない。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・買上客数が前年を下回っている。また天候不順の影
響もあり、エアコンが動かない。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・６月１日から札幌で地上デジタル放送が始まったこ
とで、薄型テレビを中心にテレビの需要が伸びている
が、気温が上がらないことから冷蔵庫、扇風機、エア
コンといった季節商品の需要が落ち込んでいる。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・告知活動で集客増を狙ったが、来客数は前年比87％
にとどまっている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・天候不順で夏物商品の動きが悪い。

家計
動向
関連



住関連専門店
（従業員）

販売量の動き ・夏向けの商品が動いていない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

競争相手の様子 ・石油製品の高騰に伴い１回の購入量が減っている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・観光シーズンに入ったものの、天候不順のせいか、
観光客の入り込みが鈍い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・前月に引き続き観光客の入りが良い。ランチは満席
の日が続いており、売上は前年比120％を超えた。客
単価も今年初めて前年実績を上回った。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・心配していたサッカーワールドカップは地元開催で
はないためか影響がなかった。全体では前年並みの売
上額となったが、ランチは天候不順の影響で外食が減
り、前年を15％下回った。ディナーは利用人数が増え
て前年を超えた。個室は企業の会合などが減少したこ
とで前年を30％下回った。ディナーは、おまかせ料理
を希望する顧客が２年前の半分となり、客層が変わっ
てきたようである。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・５月までの先行受注のお陰でかろうじて前年並みと
なっているが、６月の来客数、販売額はどの旅行分野
においても前年を大きく下回っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・客の動向にあまり手ごたえが感じられない。好調だ
と思う時期が長続きしない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・初夏を迎え、各種イベントが催されているが、まだ
不況感があるためか、移動手段としては公共交通機関
であるバス、地下鉄に流れているようであり、タク
シーの乗り控えが感じられる。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・公共の新年度予算にもとづく業務が次々と発注され
ているが、内容は診断やコンサル的なもので報酬が少
額であり、かつ工事発注につながる物件が少ない。民
間もマンションは構造計算偽装問題の後遺症で売行き
が悪く、新規物件の企画も低調となっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・６月に入ってからの低温と天候の悪さで、客が全く
夏物、盛夏物を買う気になっていない。後半に入って
からはバーゲンに向けての買い控えも入り、月を通し
て非常に苦戦している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・天候も多少の要因として挙げられるが、中旬から極
端に来客数が減っている。購買単価はここ数か月上昇
しているものの、人通りが少なく活気がない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・６月の道内は数年振りの低温、日照不足が月間を通
じて継続したため、特に盛夏商品を中心にファッショ
ン部門の売上に悪影響を及ぼした。道内の消費トレン
ドは、いまだ気象条件で大きく左右されてしまう程度
であり、首都圏とは明らかに景気の力強さが違う。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・気温の低下の影響もあり、衣料品の販売が例年にな
いほどの不振となっている。例年であれば、この時期
はＴシャツを中心に販売点数が大きく伸びるが、今年
は苦戦を強いられている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・例年に比べて気温が低く、酒や飲料等の動きが悪
い。また近隣に出店した競合店の影響をまともに受け
ている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・たばこの仮需要で一時的に売上は上昇しているが、
全体としてはやや悪くなっている。天候の悪化が拍車
をかけている。

乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・管内の同業他社をみても、前年を大きく下回ってい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年と比べて売上が15～20％ダウンしている。新型
車の投入がないためとも考えられるが、それでも厳し
い状況にある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外パッケージ旅行の需要が伸びない。格安や個人
型の海外旅行に需要が移行しつつある。国内旅行では
メディアの格安パッケージが順調に伸びているが、単
価は極めて低いのが現状である。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量の低迷は相変わらず続いている。傾向として
大型物件の動きが非常に悪い。



悪く
なっている

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・低温の影響もあるが、夏の定番アイテムである殺虫
剤やダイエット商材の動きが全くない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・公共工事の発注が始まり、多少商材が出てきたよう
な気がする。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・前年の４～６月期と比較して格段に改善されている
とは言い難いが、今年の１～３月期と比較すると、季
節変動を加味しても若干上向きの感が強い。生産財関
連の消耗資材需要より小型機械器具の需要が出てい
る。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・日照不足や低水温などといった天候不順による農水
産物の不作不漁に伴い原材料の価格が高騰している。
また受注の小口化の流れの中で価格改定要請も受け入
れられず、業界全体が停滞している。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東京からの受注は良いが、地方都市からの受注が良
くない。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・苫小牧経由で入荷する内荷、外荷等の物資は道内消
費、建設にかかわる物資の過半を占めているが、ここ
１～２か月、大手ゼネコンの指名停止問題等もあり、
かなり入荷が少ない状況になっている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備投資は、自動車や食品関連の工場増設で増加し
ている。一方、公共投資は減少基調にあり、建設業界
は苦しい。個人消費は公務員の給与削減など所得情勢
が厳しく、天候不順もあって弱い動きが続いている。
住宅投資は耐震強度偽装問題からマンションの着工が
落ち込んでいる。

司法書士 取引先の様子 ・全般的には変わらないが、不動産取引、建物建築が
減少傾向にある。

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・建設工事における受注価格の低下が進んでいる。

やや悪く
なっている

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・一部、北海道新幹線の資材が陸揚げされているが、
一時的なものであり、全体としてはやや悪くなってい
る。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・原油価格の高騰により紙パルプの原材料が値上がり
したことから、代替品調達が活発になり、不安定輸送
が続いている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・相変わらず事務職をはじめとした販売職の派遣には
企業側の強いニーズがあるが、紹介予定派遣の要望も
ここにきて増えている。正社員の中途採用ニーズも増
加してきている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・わずかではあるが増員のための求人が増えてきてい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の増加が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・特に顕著な業種は見当たらないが、新規求人数が前
年比で14.6％増加している。新規求職者数も２か月連
続して減少している。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・採用試験の結果、内定の連絡を受ける学生が非常に
多い。複数社から内定を得ているため、内定を辞退す
るケースも多い。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・非正社員採用で本人のスキルを見極めてから、正社
員に登用する形態が多くなってきている。地元では景
気の先がいまだみえず、企業が人材採用に当たり慎重
になっている。

企業
動向
関連

雇用
関連



求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・依然として派遣や道内のアウトソーシングなどの間
接雇用業種は右肩上がりで求人件数を伸ばしている
が、小売・飲食等の直接雇用業種は前年比で昨年並み
に落ち着いてきた。伸び率でみると、昨年の春がピー
クで次第に横ばいになりつつある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・例年の傾向どおり、３月と６月の地場求人が減少し
ている。特に食品製造・加工業種の落ち込みが目立っ
ている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年に比べて5.7％増加しているが、
パート求人が24.8％増加しているのに対して、一般常
用求人は2.5％減少している。求人に占めるパートの
割合は35.6％と前年より5.5ポイントも増加してい
る。また、有効求人倍率は0.50倍で25か月連続して前
年を上回っているが、その増加幅は小幅になってきて
いる。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率が前年比で0.07ポイント減少してお
り、新規求人数も前年に比べて８％減少している。

悪く
なっている

－ － －


